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堺 ムーSTYLE

堺市環境マスコットキャラクター
「ムーやん」

株式会社 ライフコーポレーション　
会社紹介

大阪市淀川区西宮原2-2-22

　株式会社ライフコーポレーションは、「『志の高い信頼の経営』を通じて持続可能で豊か
な社会の実現に貢献する」という経営理念のもと、首都圏・近畿圏に305店舗（2024年2月
時点）を展開する食品スーパーマーケットです。堺市内には10店舗を展開しています。

2024.3

Vol.16
ムーSTYLE
バックナンバー

・ＡＩを活用した自動発注システムの導入により、過剰在庫を防ぎ、
適切な在庫管理を実現しています。
・店舗に廃棄物用の計量器を設置し、部門ごとのごみ廃棄量を把握
することで原因を分析、対策を考え廃棄量削減をしています。

・マイバスケットを販売・推奨することで、プラスチック
ごみの削減をすすめています。

会社の取組

お客様に対して

・「天保山バイオガス発電設備」では、食品を加工・製造するプロセスセン
ターで排出される食品残さからバイオガスを発生させ、それを燃料に発電
機を稼働させています。プロセスセンターから排出される年間約4,380ト
ンの食品廃棄物と米のとぎ汁を年間約3,000トン削減しています。
・プライベートブランド商品において、納品期限、販売期限などの見直しを
行い、賞味期限、消費期限の近い商品の値引き販売をすることで食品ロス
の発生抑制をし、またパッケージをコンパクトにすることでプラスチック
の削減に取り組んでいます。

・「てまえどり」などのお客様への啓発活動を行い、賞味期限・消費期限の
近い商品の食品廃棄の抑制を推進しています。

会社の取組

お客様に対して

食品ロス削減で
環境負荷低減

再生可能エネルギー発電
（バイオガス発電）で年間
の発電量は一般家庭約
160世帯分の約70万kＷｈ
が見込まれています。

（発生源でごみを断つ）について

（減量）について

株式会社 ライフコ ポレ ション
紹介

ムーＳＴＹＬＥでは、普段知ることのできない
他事業者様のごみ減量に対する取組を取り上げることで、
皆様の参考にしていただければと考えております。



堺市  紙類のリサイクル 検索

堺 ムーSTYLE

ごみとして出したり、ごみに混ぜたりすることはできません。

禁止禁止
堺市 環境局 環境事業部 資源循環推進課
〒590-0078　堺市堺区南瓦町3番1号　TEL（072）228-7479　FAX（072）228-7063
（URL）https://www.city.sakai.lg.jp/

・商品を入れていた空き段ボール箱を取り置き、必要なお客様に再利用しても
らっています。
・全事業所でミスコピーの裏面を印刷用紙やメモ用紙として利用しています。
・創業当時より使用済みの封筒を加工し、社内連絡文や書類回覧
に利用しています。
・改装等で不要になった机や棚などの備品を保管し、必要とする
他の部署で使用しています。

会社の取組

・店頭で、ペットボトル・牛乳パック・食品トレーを回収し、リサイクルを
行っています。
・店舗やプロセスセンターから排出される魚のアラなどの食品残さを肥料や
飼料に再資源化させる「食品リサイクル」を130拠点で実施しています。
・プライベートブランドのペットボトル飲料は、再生PET樹脂を100％使用
して製造したボトルを使用しています。（ボトルtoボトル）。

会社の取組

堺市からのお知らせ

2022 年度の
資源回収実績
2022 年度の
資源回収実績
2022 年度の
資源回収実績

ペットボトル

牛乳パック

発泡トレー

透明プラスチックトレー

881ｔ

426ｔ

344ｔ

11ｔ

（くり返し使う）について

（再資源化する）について

・外装の破損等により販売できなくなった商品を地域の社会福祉協議会
と連携し、子ども食堂に寄付する活動を拡大しています。(堺市・大阪市・豊中市・奈良県御所市・京都府など）

・全店において使用電力量の少ないLED照明を採用し、また扉付き冷ケース（リーチインケース）や冷ケースの吸い込み口
部分に透明なパネル（立ち上げパネル）を設置して、冷気を効率的に循環させる等CO2排出削減に取り組んでいます。

・出前授業として、地域の小学校などに出向き、「いっしょに未来を考える」という絵本を用いて、地球温暖化やプラスチック
の海洋汚染、食品廃棄など、環境関連の授業を行っています。

・プライベートブランド商品の一部では、紙包材を採用することでプラスチックを削減してます。

・プラスチック製のスプーンやストローを木製・紙製に変更し、年間約1,700万本（2021年度使用量・約30ｔ）のプラスチック
製カトラリーを削減しました。

豊中市・奈良県御所市・京都府など）

工夫や苦労したところ
社内でのＳＤＧｓの取組に関する社内報を発行し、定期的な啓発を行っているほか、各店舗のごみ減量の取組に関する好事例の共有などにより、従業員の環境関連に対する意識の醸成に努めています。

アップサイクル商品開発
　カットフルーツを製造する際に廃棄していたパインの芯をドライフルーツに生まれ変わらせたり、　　　　　　　　　　
本来であれば廃棄されていた食材を活用し、付加価値を付けた新たな商品にして販売をしています。

リサイクル可能な紙類の
清掃工場への搬入を しました！

令和6年1月1日から


